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企業の転勤の実態に関する調査 

＜企業調査票＞ 
 

＜調査協力のお願い＞ 

１ この調査は、厚生労働省所管の政策研究機関である（独立行政法人）労働政策研究・研修

機構が実施するものです。当機構は、労働政策に資する調査研究活動や労働についての情

報収集・提供などの活動を行っています（HP：http://www.jil.go.jp/）。 

今般、厚生労働省雇用均等・児童家庭局からの要請に基づき実施する調査研究の一環とし

て、当機構では、転勤に関わる現状や実態についてアンケート調査を実施することといた

しました。本調査は、企業の転勤等の実態を把握することで、労働者の仕事と家庭の両立

等のための政策立案に役立てるためのものです。この調査の結果は、今後の労働政策の立

案・推進の基礎資料になります。ご多忙のところ誠に恐縮ですが、是非ご協力ください。

 

２ 調査の結果は、研究目的にのみ利用します。貴社の企業名はもとより、個々の回答をその

ままの形で公表することはありませんので、ありのままをご回答ください。 

 

３ 調査票は主に人事・労務担当者にご回答いただくようお願いします。特にことわりのない

場合、調査の回答時点は、2016年8月1日現在の状況でお答えください。 

 

４ ご回答は、選択肢がある場合はその番号を○で囲み、それ以外の場合は適宜ご記入くださ

い。なお、各問において特別の回答方法をお願いしている場合は、それに沿ってお答えく

ださい。 

 

５ この調査は、企業を単位として行っています。したがって、本社事業所だけでなく、支店、

出張所、営業所等を含めた会社全体についてお答えください。ただし、貴社がメインの事

業活動を行っていない持株会社であるときは、可能な範囲でグループ企業を含めてお答え

ください。 

 

６ ご記入が終わりましたら、同封の返信用封筒を用いて、2016年9月9日(金)までに郵便ポ

ストにご投函ください。 

 

７ この調査の実施業務は、調査機関である株式会社東京商工リサーチに委託していますので、

この調査についてのご質問は、当該機関の担当部署までお問い合わせください。なお、そ

の他不明な点がございましたら、当機構の担当者にご照会ください。 

 

○この調査についてのご照会先 

【調査票の記入方法・締め切りなど実査について】 

株式会社 東京商工リサーチ 市場調査部  担当：宮原、遠藤 

（TEL：03-6910-3118、FAX：03-5221-0716、E-mail：tenkin@tsr-net.co.jp） 

お問い合わせ時間(平日）9:00～12:00、13:00～17:00 

【調査票の内容・趣旨について】 

独立行政法人 労働政策研究・研修機構 調査・解析部 担当：奥田、荻野 

（TEL：03-5903-6284、FAX：03-5903-6116）  
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Ⅰ．貴社の本社・拠点について  

 

問１：貴社の業種のうち、主なものを1つ選んでください。（○は1つ） 
 

１．鉱業、採石業、砂利採取業         ２．建設業 

３．製造業                   ４．電気・ガス・熱供給・水道業 

５．情報通信業                                ６．運輸業、郵便業 

７．卸売業                  ８．小売業 

９．金融業、保険業              10．不動産業、物品賃貸業 

11．学術研究、専門・技術サービス業      12．宿泊業 

13．飲食サービス業              14．生活関連サービス業、娯楽業 

15．教育、学習支援業             16．医療、福祉 

17．その他サービス業（他に分類されないもの）（具体的に：             ） 

18．その他（具体的に：           ） 

 

問２：貴社は、以下の法人形態のいずれに該当しますか。（○は1つ） 

※持株会社：自らは事業活動を行わず、他の会社の事業活動を自社の管理下に置いて、その会社を実質的に支配している会社のこと。 
 

１．持株会社の本社         ２．持株会社の傘下企業 

３．連結決算企業グループの中核企業   ４．連結決算企業グループの傘下企業 

５．以上のいずれでもない 

 

問３：貴社の本社の所在地はどこ（都道府県）ですか。以下に都道府県名をご記入ください。 

※本社が複数ある場合は、本社機能がもっとも集中している所在地をお書きください。 
 
（         ） 

 
回答例（  大阪府     ） 

 

問４：貴社の国内事業所の展開は、以下のどれに近いですか。（○は1つ） 
 

１．一事業所（本社のみ）             ２．同一通勤圏内に展開 

３．２よりも広いエリアに地域的に展開      ４．全国的に展開  

 
問５：貴社では、国内拠点を複数のブロック（例えば、首都圏、九州ブロック、四国ブロック）に分け

て、ブロックごとに採用・配置・異動をする人事管理の慣行（ブロック別の採用・人事管理）が
ありますか。（○は1つ） 

 
１．ある（ブロック内を中心に採用・配置・異動）    ２．ない 

 
問６：貴社が国内転勤（出向を含む）を要する拠点数（支社、支店、営業所、店舗、工場など）は何ヵ

所ですか。本社を除いた拠点数についてお答えください。（○は1つ） 
 

１．国内転勤を要する拠点はない ２．1～4ヵ所   ３．5～9ヵ所   ４．10～14ヵ所  

５．15～19ヵ所      ６．20～49ヵ所  ７．50～99ヵ所    ８．100～499ヵ所 

９．500ヵ所以上（具体的に（概数）：     カ所） 

 

  

本調査での「転勤」は、転居を伴う異動に限りますので、転居を要しない異動については含めない

でください。転居を伴うのなら出向も含みます。 
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問７：貴社は、海外事業所・拠点（グループ企業、海外現地法人、支社、支店など）の展開があります

か。（○は１つ） 
 

１．展開している    ２．今はないが展開を検討中  ３．海外展開はしていない  

 

問８：貴社が海外転勤（出向を含む）を要する拠点数（支社、支店、営業所、店舗、工場など。拠点に

はグループ企業や海外現地法人を含む。）は何ヵ所ですか。（○は１つ） 
 

１．海外転勤を要する拠点はない         ２．1～9ヵ所 

３．10～19ヵ所                        ４．20～49ヵ所 

５．50～99ヵ所            ６．100ヵ所以上（具体的に（概数）：    カ所） 

 

問９：貴社の国内拠点・海外拠点数は、今後3年間で、どう変化すると思われますか。 

（各項目で○は1つ） 
 

  増加 やや増加 横ばい やや減少 減少 

a.国内拠点 １ ２ ３ ４ ５ 

b.海外拠点 １ ２ ３ ４ ５ 

 
 
 

Ⅱ．貴社の採用、人事異動について 

 

以下の問 10～12 では、採用、人事異動についてお尋ねします。ここでは、転勤の有無にかかわらず、

事業所内の部署間の配置転換や貴社の他の事業所への配置転換についてお答えください。 
 
問10：貴社の採用・配置方針は、次のＡ．Ｂのいずれに近いですか。（各項目で○は1つ） 
 

 
 

問11：貴社には、ジョブ･ローテーション（定期的な人事異動）がありますか。（○は1つ） 
 

１．ある        ２．ない 

 

問12：人事異動の頻度は、何年ごとになることが多いですか（定期的な人事異動がない企業は、もっと

も多い頻度でお答えください）。（○は1つ） 
 

１．1年未満    ２．1年        ３．2年       ４．3年 

５．4年      ６．5年        ７．6～10年未満    ８．10年以上 

A

A
に
近
い

や
や
A
に
近
い

や
や
B
に
近
い

B
に
近
い

B

新卒採用中心で採用 1 2 3 4 中途採用中心に採用

総合職採用が中心 1 2 3 4 職種別採用が中心

職種を超えた配置転換が多い
（ゼネラリスト育成方針）

1 2 3 4
職種を超えた配置転換はほとんどない
（スペシャリスト育成方針）
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Ⅲ．正社員の雇用区分、正社員規模 

 

【正社員（総合職）の雇用区分（勤務地限定制度）】 

 
問13：正社員（総合職）のなかで、制度として勤務地限定正社員の雇用区分（エリア社員・地域 

型社員など、呼称は問いません。総合職ではない「一般職」は除く）はありますか。 

（○は1つ） 
 

１．ある ⇒ 問13-1～問13-8へ 

２．ない ⇒ 勤務地限定制度を今後導入する予定 ：［１．ある  ２．ない ］ ⇒ 問14（6頁）へ 
 
 
［問13-1～問13-8は問13で「１．ある」と回答された方にお尋ねします］ 

問13-1：勤務地限定正社員の雇用区分を導入した時期はいつですか。（○は1つ） 

※複数回、制度変更を経ている場合は、最初の導入時期を選択してください。 
 

１．1990年代より前    ２．1990年代      ３．2000年代前半 
４．2000年代後半     ５．2010年代      ６．わからない 

 

問13-2：導入理由は何ですか。（○はいくつでも） 
 

１．優秀な人材の確保のため 

２．正社員の定着を図るため 

３．全国転勤型の転勤者数を減らすため 

４．広域の転勤の負担を少なくするため 

５．給与水準に地域相場を反映させるため（人件費の削減含む） 

６．同業他社が正社員の複数の雇用区分を設けているから 

７．もともと勤務地限定で働く社員（店舗営業等）が多い 

８．中途採用がほとんどで、転勤が少なかったから 

９．地域密着型の経営のため 

10．育児・介護等と仕事との両立への対応のため 

11．非正社員から正社員への転換の円滑化のため 

12．一般職の廃止による受け皿として 

13．労働組合・労働者からの要望 

14．その他（                           ） 

 
問13-3：過去3年間（2013～2015年度）での勤務地限定正社員の採用人数は何人ですか。男女別の

人数をご記入ください。（該当者がいない場合は「0」とご記入ください）。 

※雇用区分が複数ある場合（例えば、①全国転勤型、②ゾーン（地方ブロック内）、②エリア（自宅から通勤

可能圏）、③店舗・事業所限定）等）は総計をお書きください。 
 
男性 （       ）人     女性 （       ）人 

  

※本調査での「正社員（総合職）」とは、勤務地の制限がなく、基幹的な業務、企画立案、対外折衝な

ど総合的な判断を要する業務に従事する、あるいは業務の制限がない雇用区分です（技術系総合職、研

究・開発系総合職を含む。以下「全国転勤型」という）。 
※本調査での「勤務地限定正社員」とは、正社員（総合職）のなかで、勤務地（業務の範囲を含む）に

ついて、一定の制限があるものの、基幹的な業務、企画立案、対外折衝など総合的な判断を要する業務

を多く含む雇用区分です（準総合職などを含む）。出産・育児等の際の、一時的な転勤免除は除きます。
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問13-4：勤務地限定正社員が配属されている主な職種はどこですか。（主なものを3つまで○） 
 

１．総務・人事の事務職     ２．経理・財務の事務職   ３．企画・広報・編集の事務職   

４．営業職          ５．販売・接客サービス職  ６．調査分析等の事務系専門職 

７．研究開発等の技術系専門職   ８．製造・生産現場の作業     ９．建設・土木作業 

10．輸送・運転業務      11．その他（                ） 

 
問13-5：勤務地限定正社員と全国転勤型との間では、年収（給与・賞与含む）で差がどの程度あり

ますか。（○は1つ） 

※雇用区分が複数ある場合（例えば、①全国転勤型、②ゾーン（地方ブロック内）、②エリア（自宅から通勤可能圏）、

③店舗・事業所限定）等）は、差がもっとも大きな雇用区分についてお答えください。 
 

１．0超～5％未満        ２．5～10％未満      ３．10～15％未満 

４．15～20％未満      ５．20％以上（具体的に:     ％）  

６．処遇差はない ⇒ 問13-6へ 

 

[問13-5-①は問13-5で選択肢１～５を選択された方にお尋ねします]  

問13-5-①：年収の差がある場合、その主たる理由は何ですか。（○は１つ） 
 

１．社員の納得性           ２．会社の期待性      

３．転勤する従業員が負担するコスト手当  ４．その他（             ） 

 

問13-6：全国転勤型から勤務地限定正社員への雇用区分の転換は可能ですか。（○は1つ） 
 

１．理由にかかわらず本人希望で転換可能 ⇒ 問13-6-②aへ 

２．転換理由があれば転換可能      ⇒ 問13-6-①へ 

３．できない               ⇒ 問13-7（6頁）へ 

 
[問13-6-①は問13-6で「２．転換理由があれば転換可能」を選択された方にお尋ねします]  

問13-6-①：転換理由では、どのような理由が対象ですか。（○はいくつでも） 

１．本人の病気    ２．結婚           ３．出産・育児 

４．子の就学・受験      ５．子の看護        ６．親等の介護 

７． 持ち家の購入    ８．配偶者の勤務（共働き）  ９．その他（         ） 
 
       ⇒本問（問13-6-①）を回答された方は問13-6-②aへ 

 

[問13-6②a、問13-6②bは問13-6で１、２を選択された方にお尋ねします] 

問13-6-②a：過去3年間（2013～2015年度）で、実際にどのような理由で転換が適用されましたか。

（○はいくつでも） 

１．本人の病気       ２．結婚          ３．出産・育児 

４．子の就学・受験      ５．子の看護         ６．親等の介護 

７．持ち家の購入        ８．配偶者の勤務（共働き）   ９．その他（             ） 

10．過去3年間で転換者はいない ⇒ 問13-7（6頁）へ 
 

問13-6-②b：過去3年間（2013～2015年度）で、全国転勤型から勤務地限定正社員への転換人数は

何人ですか（雇用区分が複数ある場合は合計）。男女別にお答えください。 

該当者がいない場合、「0」とご記入ください。 
 
    男性 （       ）人     女性 （       ）人 
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【勤務地限定正社員の雇用区分での管理職昇進】 
 

問13-7：勤務地限定正社員は、その雇用区分のままで管理職（課長相当職以上）への昇進は可能です

か。（○は1つ） 
※本調査での「管理職」とは、課長相当職以上の役職者を指します。 

 
    １．管理職には就けない ⇒ 問13-8へ 

２．課長相当職まで可能 

３．部長相当職まで可能   問13-7-①へ 

４．役員まで可能 

 

［問13-7-①は問13-7で２～４を選択された方にお尋ねします］ 

問13-7-①：現在、勤務地限定正社員のままで管理職（課長相当職以上）に就いている方は何人いま

すか。男女別にお答えください。（該当者がいない場合、「0」とご記入ください） 
 
         男性 （       ）人    女性 （       ）人 
 

問13-8：勤務地限定制度を導入したことにより、企業全体では次のようなことがありましたか。 

    （各項目で○は1つ） 

 そ
う
思
う 

や
や 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い 

そ
う 

思
わ
な
い 

1)女性の採用がしやすくなった １ ２ ３ ４ ５ 
2)女性の勤続年数が伸びた １ ２ ３ ４ ５ 
3)女性の離職者が減った １ ２ ３ ４ ５ 
4)男性の離職者が減った １ ２ ３ ４ ５ 

5)制度の対象とならない人から不満が出た １ ２ ３ ４ ５ 
6)賃金格差等で制度対象者から不満が出た １ ２ ３ ４ ５ 
7)転勤対象者を選定することが難しくなった １ ２ ３ ４ ５ 

 

（すべての企業がお答えください） 
 
【正社員の雇用区分：一般職】 

 
問14：貴社には、正社員（総合職）とは別に、一般職（事務補助職など）の雇用区分がありますか。 

   （○は1つ） 
 
   １．ある（一般職の雇用区分がある）⇒ 問14-1へ 

２．過去に実施していたが現在はない       

３．過去も現在もない  

 
［問14-1は問14で「１．ある（一般職の雇用区分がある）」を選択された方にお尋ねします］ 

問14-1： 一般職の社員は、その雇用区分のままで管理職（課長相当職以上）への昇進は可能ですか。

（○は１つ） また、管理職に昇進できる場合、現在、一般職のままで管理職に就いてい

る者は何人いますか。（該当者がいない場合、「0」とご記入ください） 
 

１．できない     ２．できる ⇒ 一般職の管理職の人数（     ）人 

  

※本調査での「一般職」とは、いわゆるコース別雇用管理制度により、正社員（総合職）とは別に、基

幹的な業務、企画立案、対外折衝など総合的な判断を要する業務が少ない、またはない雇用区分（例え

ば、事務補助業務）のことです。 
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【従業員構成、正社員人数、雇用区分ごとの内訳】 
 
問 15：現在、貴社の従業員構成について、「Ａ．全社員数」、及び、全社員数のうちの「Ｂ．正社員数」

についてお尋ねします。 

 
Ａ．全社員数はおおよそ何人ですか（数字をお書きください）。 
 

A．全社員数（非正規雇用者含む） 約           人 

 

Ｂ．全社員数のうち、正社員はおおよそ何人ですか。（正社員人数に占める女性の人数もご記入ください）。 

また、以下の雇用区分がある場合、現在の貴社の正社員の内訳（そのうちの女性人数）を記入してくだ

さい。該当する雇用区分がない場合は「－」をご記入ください。当該雇用区分があっても人数がゼロ人

の場合は、数値の「０」とご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「正社員（総合職）」以外の雇用区分がない場合は、「(a)正社員（総合職）」の欄には貴社の正社

員数をそのままお書きください。 
※「(b)勤務地限定正社員（総合職）」の欄には、問 13（4 頁）で「勤務地限定正社員」の雇用区分が

「２．ある」とする企業は、人数をお書きください。 
※「(c)一般職」の欄には、問 14（6 頁）で「一般職」の雇用区分が「１．ある」とする企業は、人数

をお書きください。 
※「(d)上記以外外の雇用区分」が複数ある場合は、その合計人数をお書きください。 

 

Ⅳ．転勤にかかわる制度・方針・転勤のパターン 

 

【転勤に関するルール】 

問16：貴社では、転勤に関するルール（※）を定めていますか。（○は１つ） 

 
 １．明文化して定めている 
２．明文化していないが運用上ルールがある 
３．定めていない  ⇒ 問17へ（8頁へ） 

  

全社員数：正社員とパートタイマー等の非正規雇用者の合計。派遣労働者や請負社員は除きます。ここ

での正社員とは、雇用期間の定めがないフルタイムの社員をいいます。非正規雇用者とは、パートタイ

マーや嘱託社員、契約社員など期限の定めがある社員のことです。 

※転勤に関するルールとは、例えば転勤の期間や時期（年齢等）などを定めていることを言います。

正社員人数（男女計） そのうち女性人数

約　　　     　　　　人 約　　  　   　　　人

(a)正社員（総合職） 約　　　　　     　　人 約　　　     　　　人

(b)勤務地限定正社員（総合職） 約　　　　   　  　　人 約　　　     　　　人

(c)一般職 約　　　　   　  　　人 約　　　   　  　　人

(d)上記以外の雇用区分(現業職等)
（具体的に：　     　　　　　）

約　　　   　  　　　人 約　　　　     　　人

B．正社員数（(a)～(d)の合計）

内
訳

正社員人数

⇒ 問16-1へ（8頁へ）

調査シリーズNo.174

独立行政法人労働政策研究・研修機構（JILPT）



－126－ 

［問16-1は問16で1、2を選択された方にお尋ねします］ 

問16-1：貴社における、転勤に関するルールとは、どのようなものですか。（○はいくつでも） 
 

１．転勤の期間（長さ）         ２．転勤する地域・ブロック 

３．転勤の時期（年齢、勤続年数、役職など） ４．その他（             ） 

 
問17：貴社においては、転勤前の打診について、何日前までに行うこととしていますか。 

（各項目で○は1つ） 
 
 １

日
～ 

１
週
間
前 

 

１
週
間
超
～ 

２
週
間
前 

２
週
間
超
～ 

１
ヵ
月
前 

１
ヵ
月
超
～ 

２
ヵ
月
前 

 

２
ヵ
月
超
～ 

３
ヵ
月
前 

３
ヵ
月
よ
り

前 
該
当
す
る 

転
勤
が
な
い 

国内転勤 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

海外転勤 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 
 
以下では、全国転勤の可能性のある正社員（総合職）についてお聞きします（正社員であっても、全国

転勤の可能性がない勤務地限定正社員（総合職）や一般職は除いてお考えください）。 

 

【昨年度の全国転勤型の正社員（総合職）の採用に占める女性比率】 
 
問18：貴社は、(a)昨年度（2015年度）の正社員（総合職）の採用（新卒採用、中途採用）をしましたか（○

は1つ）。また、(b)採用した場合、採用者に占める女性比率はどの程度ですか（○は1つ）。 
 

 (a)採用実施の有無  (b)採用者に占める女性比率 

しなかった した  いなかった 1割 2～3割 4～5割 6～7割 8割以上

新卒採用 １ ２  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

中途採用 １ ２  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

【全国転勤型の正社員（総合職）の40代以上の比率】 
 
問19：現在、貴社は、正社員（総合職）の40代以上の比率はどの程度ですか。男女別にお答えください。 

（○は1つ） 
 

 正社員（総合職）に占める40代以上の比率 

1割 2割 3割 4割 5割 6割以上 

男性 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

女性 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

【全国転勤型の正社員（総合職）の転勤の状況】 
 
問20：正社員（総合職）は、転居を伴う配置転換（転勤）はどのくらいありますか。（○は１つ） 
 

１．正社員（総合職）のほとんどが転勤の可能性がある 
  ２．正社員（総合職）でも転勤をする者の範囲は限られている 
  ３．転勤はほとんどない（転勤が必要な事業所がない）      ⇒ 問21（15頁）へ  

 

  

⇒ 問20-1～問20-21へ 
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［問20-1～問20-21は問20で1、2を選択された方にお尋ねします］ 

問20-1：現在、貴社で働いている全国転勤型の正社員（総合職）のうち、実際の転勤経験者は何割程

度いますか。男女別にお答えください。（各項目で○は1つ） 
 

 
転
勤
経
験
者
は 

ほ
と
ん
ど
い
な
い 

１
割
程
度 

２
割
程
度 

３
～
４
割
程
度 

５
割
程
度 

６
～
７
割
程
度 

８
割
程
度 

ほ
と
ん
ど
の
者
が 

転
勤
を
経
験
す
る 

男性 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

女性 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

 
問20-2：転勤の目的は主に何ですか。（○はいくつでも） 

 
１．組織としての一体化・連携の強化    ２．社員の人材育成 

３．幹部の選抜・育成           ４．社員の処遇・適材適所 

５．組織運営上の人事ローテーションの結果   ６．事業拡大・新規拠点立ち上げに伴う欠員補充 

７．社員のモチベーションの維持・向上   ８．組織の活性化・社員への刺激 

９．転勤先の従業員の教育・指導    10．顧客・社内の人脈形成 

11．顧客との癒着・不正防止         12．特定の事業所に発生した問題解決のため 

13．事業活動の変化への対応         14．雇用調整・事業所閉鎖 

15．その他（             ） 

 

問20-3：既婚者が転勤する場合、家族帯同での転勤が原則ですか。（○は１つ） 
 

１．家族帯同が原則             ２．家族帯同原則はない 

 
問 20-4：貴社に新卒者が入社後、初任配置された後に、何年目から転勤が生じることが多いですか。

（初任配置での転勤は除く）。（○は1つ） 
 

１．1年未満        ２．1～2年目       ３．3年目          ４．4～5年目 

５．6～8年目       ６．9～10年目      ７．11年目以降     ８．わからない 
 

問20-5：高齢期（50代以降）に、本人の居住地・希望を踏まえて、転勤を伴わない配置をすることが

ありますか。（○は1つ） 
 

１．ほとんどない  ２．たまにある  ３．高齢期はできるだけ転勤を伴わない配置をする 

 

問20-6：貴社の転勤では、AとBのいずれに近いですか。（各項目で○は1つ） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A

A
に
近
い

や
や
A
に
近
い

や
や
B
に
近
い

B
に
近
い

B

転勤範囲は特定のブロック内（例：九
州エリア内等）での転勤が多い

1 2 3 4
転勤範囲に特定のブロックはなく、
国内を広域に異動する転勤が多い

転勤赴任期間が終わったら、本社や本拠地

（家族のいる居住地や地元）に戻ることが
多い

1 2 3 4
転勤赴任期間が終わったら、本社や本拠地に

戻ることなく、別の他の地域に転勤すること
が多い

転勤命令は会社主導ですべて決められ
ている

1 2 3 4
転勤命令は社員の意見・希望を踏まえ
て決められている
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問20-7：社員本人・社員の家族的事情を踏まえ、転勤に関する配慮を申し出る制度・機会（自己申告

制度や目標管理制度の面談機会など）はありますか。（○は1つ） 
 

１．ある          ２．ない 

 
問20-8：転勤を実施するに先立って、事前の人事ヒアリングで転勤の支障となる事情を聴取しますか。 

（○は１つ） 
 

１．必ず転勤対象全員に行う  ２．転勤配慮を求める者にのみ行う   ３．行わない 

 

問20-9：過去3年間（2013～2015年度）で、正社員（総合職）から転勤について配慮を求める要望が

増えていますか。男女別にお答えください。（各項目で○は1つ） 
 

 
増えた 

やや 
増えた 

横ばい 
やや 
減った 

減った 
転勤での要望は 
ほとんどない 

男性 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
女性 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

                                         
 
 
 
［問20-9-①は問20-9の男性・女性いずれかで選択肢１～５を回答した方にお尋ねします］ 

問20-9-①：過去3年間（2013～2015年度）で、正社員（総合職）から寄せられた転勤配慮の要望と

は何ですか。男女別にお答えください。（各項目で○はいくつでも） 
 

 

本
人
の
病
気 

結
婚 

出
産
・
育
児 

子
の
就
学
・
受
験 

子
の
看
護 

親
等
の
介
護 

持
ち
家
の
購
入 

配
偶
者
の
勤
務 

（
共
働
き
） 

左
記
以
外 

（ 
 
 
 
 
 

） 

男性 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
女性 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

 
問20-10：過去3年間（2013～2015 年度）で、転勤において、以下の家族的事情等を考慮したことが

ありますか。（○はいくつでも） 
 

１．本人の病気     ２．結婚          ３．出産・育児       ４．子の就学・受験 

５．子の看護     ６．親等の介護  ７．持ち家の購入   ８．配偶者の勤務（共働き） 

９．その他（         ）    10．家族的事情等は考慮しない 

 

問20-11：家族的事情に十分な理由があり、本人が転勤に応じられない場合に、以下の措置をとること

がありますか。（○はいくつでも） 
 

１．転勤対象からあらかじめ外す 

２．転勤時期をずらした上で、転勤させる 

３．転勤が不要な近隣の事業所へ異動させる 

４．転勤が不要な同一事業所内で類似のポストに異動させる 

５．勤務地限定制度を適用し、総合職（全国転勤型）から勤務地限定正社員に変更する 

６．その他（                                 ） 

７．以上のいずれの措置もとらず、予定どおり転勤をしてもらう 

  

男性・女性いずれも、選択肢6の場合、

問20-10へ 
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【国内転勤・海外転勤の状況】 
 
問20-12：貴社には現在、国内転勤・海外転勤がありますか。（○は1つ） 
 

    １．国内転勤のみあり  ⇒ 問20-13へ 

２．国内転勤・海外転勤いずれもあり 
  ３．海外転勤のみあり 

 
 
［問20-12-①～問20-12-③は、問20-12で２、３を選択された方（海外転勤のある企業）にお尋ねします］ 

問20-12-①：現在、貴社の正社員（総合職）で、海外転勤で駐在している日本人社員の人数は全体で

何人ほどいますか。（○は1つ） 
 

１．10人未満            ２．10～20人未満      ３．20～50人未満 

４．50～100人未満       ５．100～300人未満    ６．300人以上（およそ   人） 

 

問20-12-②：過去3年間（2013～2015 年度）で、海外転勤者やその家族でメンタルヘルス不調になった者が

いましたか。（○はいくつでも） 
 
    １．転勤者本人でいた  ２．家族でいた      ３．いずれもいなかった 
 
問20-12-③：過去3年間（2013～2015年度）で、海外転勤者の選定で次のようなことはありましたか。

（○はいくつでも） 
 

１．海外転勤希望者が多すぎる 

２．海外転勤希望者が少なすぎる 

３．海外転勤できなかった者が不満を持っている 

４．適切な語学力を持つ候補が少ない 

５．海外で仕事をこなせる人材が少ない 

６．海外転勤を打診しても、本人が転勤を希望しない 

７．海外転勤を打診しても、家族の了解が得られない 

８．以上のいずれもない 

 

以下の設問では、国内転勤、海外転勤の2種類の転勤についてお聞きします。該当する転勤がない場合

は、空欄でかまいません。例えば、海外転勤がない場合、海外転勤の回答欄は空欄でかまいません。 

 

問20-13：貴社の転勤者のなかで、1回の転勤における赴任期間はどのくらいが多いですか。 

（各項目に○は1つ） 

 

 

 

 

 

  

⇒ 問20-12-①へ 

半
年
程
度

1
年
程
度

2
年
程
度

3
年
程
度

4
年
程
度

5
年
程
度

6
年
以
上
1
0
年
未
満

1
0
年
以
上

国内転勤 1 2 3 4 5 6 7 8

海外転勤 1 2 3 4 5 6 7 8
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問20-14：新卒入社で定年まで働くとして、貴社の転勤経験者のなかで、１人あたり転勤回数は何回

ぐらいが多いですか。（各項目で○は1つ） 
 

 
1～2回 3～4回 5～6回 7～9回

10回 

以上 

国内転勤 １ ２ ３ ４ ５ 

海外転勤 １ ２ ３ ４ ５ 

 

問20-15：貴社の転勤が生じる年齢層について、以下の(1)と(2)の設問に国内転勤、海外転勤別 

にお答えください。 
 

(1)年齢層によって転勤頻度の多さに違いがありますか。（各項目で○は1つ） 
 

［（2）は（1）で「２．転勤の多い年齢層がある」を選択された方にお尋ねします］ 

(2) 転勤が多い年齢層はどの層ですか。（各項目で○はいくつでも） 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

問20-16：以下の職種で、転勤の頻度（国内転勤・海外転勤）の多い職種を４つまで選んでください。 
 
 

  国内転勤 海外転勤 

  （4つまで○） （4つまで○） 

管理職 1 1 

総務・人事の事務職 2 2 

経理・財務の事務職 3 3 

企画・広報・編集の事務職 4 4 

営業職 5 5 

販売職・接客サービス職 6 6 

調査分析等の事務系専門職 7 7 

研究開発等の技術系専門職 8 8 

製造・生産現場の作業 9 9 

建設・土木作業 10 10 

輸送・運転業務 11 11 

職種で転勤頻度が多い職種はない 12 12 

 (1)転勤頻度  (2)転勤が多い年齢層 

転勤はどの

年齢層でも

偏りなくある

転勤の多い

年齢層がある  20代 30代 40代 50代 

国内転勤 １ ２  １ ２ ３ ４ 

海外転勤 １ ２  １ ２ ３ ４ 
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問20-17：過去3年間（2013～2015年度）でみて、直近の転勤実績がある1年間（例えば、前年度）

の転勤（国内転勤・海外転勤）の状況について尋ねています。以下の設問について、国内

転勤、海外転勤の別にご回答ください。 

国内転勤 海外転勤

１．過去1年間（例えば、前年度）の転勤者数はおよそ何人ですか。（○は1つ）
１．ほとんどいない 1 1
２．1～10人未満 2 2
３．10～50人未満 3 3
４．50～100人未満 4 4
５．100～300人未満 5 5
６．300～500人未満 6 6
７．500～800人未満 7 7
８．800人以上　（具体的に（概数）：　　　　　人） 8 8

１．ほとんど単身赴任 1 1
２．6～7割が単身赴任 2 2
３．半々 3 3
４．2～4割が単身赴任 4 4
５．ほとんど家族帯同 5 5

１．女性の転勤者はいない　⇒設問4へ 1 1
２．女性の転勤者がいる 2 2

１．1割程度 1 1
２．2～3割程度 2 2
３．4～5割程度 3 3
４．6～7割程度 4 4
５．8～9割程度 5 5
６．ほとんど女性 6 6

１．20代 1 1
２．30代 2 2
３．40代 3 3
４．50代以上 4 4
付問３：女性の転勤者のなかで未婚者はどの程度いますか。（○は１つ）
１．ほとんどが未婚者 1 1
２．8～9割が未婚者 2 2
３．6～7割が未婚者 3 3
４．未婚者と既婚者が半々 4 4
５．2～4割が未婚者 5 5
６．ほとんどが既婚者 6 6

１．いる 1 1
２．いない 2 2

１．増加 1 1
２．やや増加 2 2
３．横ばい 3 3
４．やや減少 4 4
５．減少 5 5

１．増加 1 1
２．やや増加 2 2
３．横ばい 3 3
４．やや減少 4 4
５．減少 5 5

（すべての企業がお答えください）
４．過去3年間、転勤者の人数はどう変化しましたか。（○は１つ）

５．今後3年間は、転勤者の人数はどう変化すると思われますか。（○は１つ）

２．転勤者（配偶者あり）に占める単身赴任者はどの程度ですか。（○は1つ）

３．過去1年間の転勤者のなかで、女性の転勤者はいましたか。（○は1つ）

付問１～４では、女性の転勤者がいる企業（設問３で「２．女性の転勤者がいる」を選択した方）
にお尋ねします。

付
問

付問１：過去1年間の転勤者のうち、女性の転勤者はどの程度いますか。（○は1つ）

付問２：女性の転勤者の年齢層はどうですか。（○はいくつでも）

付問４：女性（既婚）の転勤者のなかに、単身赴任者はいますか。（○は１つ）
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【転勤免除制度】 

問20-18：育児・介護等に関わる転勤免除制度（一定期間転勤を免除する制度。転勤停止制度など呼

称は問いません）はありますか（制度ではなく、運用での転勤免除は除きます。勤務地

限定正社員の雇用区分の転換とは別の制度です）。（○は1つ） 
 
      １．ある  ⇒ 問20-18①へ 

  ２．現在導入を検討中 

   ３．ない 

 

 ［問20-18-①～問20-18-③の設問は、問20-18で「１．ある」を選択された方にお尋ねします］ 

問20-18-①：転勤が免除される期間の上限はどのくらいですか。（○は1つ） 
 

１．1年         ２．2年        ３．3年      ４．4年 

５．5年         ６．6年        ７．それ以上（具体的に：    年） 

 

問20-18-②：転勤免除期間内に給与の減額はありますか。（○は1つ） 

     １．ない     ２．ある ⇒ 制度適用前に比べた年収ベースで減額はどの程度ですか。 

（   ％ 減） 

 

 問20-18-③：転勤免除制度で、適用される事由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．本人の病気  ２．家族(子等)の病気の看護   ３．育児 

４．介護     ５．配偶者の転勤（共働き）   ６．その他（       ） 

 

【転勤による離職者】 

問 20-19：過去3年間（2013～2015 年度）で、本人の転勤を理由に離職をした社員はいましたか。

男女別にお答えください。（各項目で○は1つ） 
 

 いない いた 

男性 １ ２ 

女性 １ ２ 

 

【転勤を減らすための施策】 

問20-20：国内転勤において、転勤を減らすために、以下の施策をとったことがありますか。 

 （各項目で○は1つ） 
 
 実

施
し
た 

こ
と
が
あ
る 

現
在
検
討
中 

実
施
し
た 

こ
と
は
な
い 

①現地採用社員の増加で転勤者を減らす １ ２ ３ 
②勤務地限定正社員の雇用区分の新設で転勤者を減らす １ ２ ３ 
③勤務地限定正社員の増加で転勤者を減らす １ ２ ３ 
④出張の増加で転勤者を減らす １ ２ ３ 
⑤IT技術（テレビ会議等）の活用で転勤者を減らす １ ２ ３ 
⑥その他 
具体的に：                  

 
 
 

１ ２  

 

⇒ 問20-19へ 
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問20-21：過去3年間（2013～2015年度）でみて、以下の項目で貴社に該当するものはありますか。

（各項目で○は1つ） 
 

 そ
う
思
う 

や
や 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り
そ
う 

思
わ
な
い 

そ
う 

思
わ
な
い 

①女性の未婚者を転勤させることが難しい １ ２ ３ ４ ５ 

②女性の既婚者を転勤させることが難しい １ ２ ３ ４ ５ 

③子育て期の女性を転勤させることが難しい １ ２ ３ ４ ５ 

④介護中の社員を転勤させることが難しい １ ２ ３ ４ ５ 

⑤転勤対象者を選定することが難しくなった １ ２ ３ ４ ５ 

⑥転勤者の家族から転勤命令の理解を得ることが難しくなった １ ２ ３ ４ ５ 

⑦転勤にかかるコスト（社宅費用、単身赴任手当等）がかかりすぎる １ ２ ３ ４ ５ 
 
 
 
 
 

Ⅴ．配偶者の転勤に伴う退職者への措置、転勤にかかわる処遇 

 

※以下では、すべての正社員（勤務地限定正社員や一般職等を含みます）について、ご回答ください 
 
 
【配偶者の転勤に伴う勤務地変更制度】 

問21：過去3年間（2013～2015年度）で、配偶者の転勤を理由に退職した正社員はいましたか（例えば、

女性社員の場合、夫の転勤を理由とする退職）。（○は１つ） 
 
  １．いる        ２．いない 

 

問22：貴社には、配偶者の転勤に伴う勤務地変更制度がありますか。（○は1つ） 

  １．制度としてある   ２．制度はないが運用としてある  ３．ない ⇒ 問23へ 

                                   

 

［問22-1は問22で「１．制度としてある」、「２．制度はないが運用としてある」を選択された方にお尋ねします］ 

問22-1：過去3年間（2013～2015年度）の勤務地変更をした人数（運用も含む）を記入してくださ

い。（該当者がいない場合、「0」とご記入ください） 
 

勤務地変更をした人数（概数）  （        ）人 

 

【配偶者の転勤等に伴う再雇用制度】 

問23：配偶者の転勤により退職した者を対象とした再雇用制度がありますか。（○は1つ） 

  １．ある    ２．現在、導入を検討中  ⇒問24へ  ３．ない ⇒問24へ 

 
［問23-1は問23で「１．ある」を選択された方にお尋ねします］ 

問23-1：過去3年間（2013～2015年度）の再雇用実績（人数）を記入してください。  

   （該当者がいない場合、「0」とご記入ください） 
 

再雇用した人数（概数）   （        ）人 
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【配偶者の転勤に伴う休職制度】 

問24：配偶者の転勤に関わる休職制度（配偶者が転勤する期間、休職を認める制度）はありますか。（○は1つ） 
 
  １．ある  ⇒ 問24-1へ 

２．現在導入を検討中 

３．ない 

 

 

 [問24-1～問24-4の設問は、問24で「１．ある」を選択された方にお尋ねします]  

問24-1：休職制度は、いつから導入されましたか。（○は1つ） 
 

１．1990年代より前    ２．1990年代      ３．2000年代前半 

４．2000年代後半      ５．2010年代      ６．わからない 

 

問24-2：適用される配偶者の転勤は以下のどれにあたりますか。（○は1つ） 
 

１．国内・海外転勤いずれも   ２．海外転勤のみ   ３．国内転勤のみ 

 

問24-3：休職期間の上限はどのくらいですか。（○は1つ） 
 

１．1年        ２．2年       ３．3年       ４．それ以上（具体的に：   年） 

 

問24-4：過去3年間（2013～2015年度）の休職者の実績（人数）を記入してください。 

（該当者がいない場合、「0」とご記入ください） 
 

休職者の人数（概数）    （        ）人 

 

【転勤中の処遇・福利厚生】 

問25：転勤に伴って支給する手当・旅費等はありますか。（○はいくつでも） 

１．転勤にかかわる支度料（引っ越し代金の負担含む） 

２．転勤日当 

３．転勤交通費 

４．転勤先での社宅提供（家賃補助含む） 

５．持ち家借り上げ制度 

６．子供の転校費用の補助 

７．単身赴任手当（別居手当）の支給（毎月支給） 

８．転勤対象者全員に毎月支給する転勤手当（広域異動手当等。単身赴任手当を除く） 

９．単身赴任者に対する帰省旅費 

10．単身赴任者に対する休暇取得、出張（週末に本社に出張させるなど）による帰宅配慮 

11．その他（                            ） 

12．転勤に関わる手当等はない 

 

【転勤コストについて】 

問 26：国内転勤について、年間でみて、一人当たりの転勤コスト（転居費用や社宅費用、単身赴任手当

等の諸手当、帰省旅費等を含む）はどの程度ですか。（もっとも近いものに○は1つ） 
 
１．転勤実績がない      ２．30万円未満        ３．30～50万円未満 
４．50～70万円未満     ５．70～100万円未満     ６．100～150万円未満 
７．150～200万円未満   ８．200万円以上        ９．わからない 
  

⇒ 問25へ 
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Ⅵ．貴社について 

 

【女性正社員の離職理由】 

問27：貴社の女性正社員の離職理由として、どのようなものが多いですか。 

当てはまるものに3つまで○をつけてください。 

該当する雇用区分がない場合は空欄でかまいません。 
 

 
 

【役職者・役員人数】 

問28：現在、貴社の役職者（常勤役員の兼務者を除く）、および常勤役員の人数を記入してください。（お

およその数字をご記入ください）常勤役員の定義は貴社の実態によりご判断ください。 

なお、該当する役職がない、もしくは該当者がいない場合は「０」を記入してください。 

 

※この調査でいう「役職者」には、企業の組織系列の各部署において、配下の係員などを指揮監督する

役職の外、専任職、スタッフ職と呼ばれている役職を含みます。部長、課長などの役職名を使用して

いない場合や、次長、課長代理、課長補佐など役職欄にない職については、貴社の実態によりどの役

職に該当するか適宜ご判断ください。 
この調査でいう「管理職」とは、課長相当職以上の役職者を指します。 

 

 

 
問28-1：昨年度（2015年度）1年間での役職者の昇進者数をお書きください。（おおよその数字をご

記入ください）なお、該当する役職がない、もしくは該当者がいない場合は「０」を記入し

てください。 

 

  

離

職

者

は

ほ

と

ん

ど

い

な

い

結

婚

妊

娠

・

出

産

育

児

家

族

の

介

護

転

職

配

偶

者

の

転

勤

定

年

そ

の

他

※その他の具体的な

　内容を記載下さい

正社員（総合職） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （　　　　　　　　）

勤務地限定正社員 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （　　　　　　　　）

一般職 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （　　　　　　　　）

女性社員の離職理由（上位3つまで）

男性 人 人 人 人

女性 人 人 人 人

役職者（常勤役員の兼務者を除く）

常勤役員
管理職

うち うち
係長・主任相当職 課長相当職 部長相当職以上

男性 人 人 人 人

女性 人 人 人 人

2015年度（1年間）の昇進者数

役職者（常勤役員の兼務者を除く）

常勤役員
管理職

うち うち
係長・主任相当職 課長相当職 部長相当職以上
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【課長相当職昇進に当たっての考慮事項】 

問29：貴社では、課長相当職への昇進で考慮している事項がありますか。（○はいくつでも） 

 
１．年齢（一定の年齢に達しているかを考慮） 

２．勤続年数（一定の勤続年数に達しているかを考慮） 

３．課長相当職前の役職・資格の経験年数（一定の経験年数に達しているかを考慮） 

４．特定の部署・職務の経験（特定の部署・職務に配置された経験を考慮） 

５．転居を伴う転勤の経験（一定回数の転居を伴う転勤の経験を考慮） 

６．勤務態度（欠勤などを考慮） 

７．昇進試験（試験の合格や成績を考慮） 

８．能力（能力評価を考慮） 

９．業績（業績評価を考慮） 

10．その他（                                ） 

11．特にない 

 
問30：貴社の課長相当職についている者で転勤を経験している者はどの程度いますか。 

（もっとも近いもの１つに○） 
 
   １．ほとんどが転勤を経験している   ２．7～8割程度       ３．半分程度 

   ４．2～3割程度           ５．ほとんどが転勤を経験していない 

 
問31：女性の管理職（課長相当職）への昇進で、以下のようなことは障害になっていると思いますか。

（各項目で○は1つ） 

 そ
う
思
う 

や
や 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り
そ
う 

思
わ
な
い 

そ
う 

思
わ
な
い 

① 女性社員の人数が少ないこと １ ２ ３ ４ ５ 
② 女性の昇進意欲が低いこと １ ２ ３ ４ ５ 
③ 女性の勤続年数が短いこと １ ２ ３ ４ ５ 
④ 女性の正社員（総合職）の年齢が若く、課長相当

職の昇格年齢に達している者が少ないこと 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 課長相当職になるのに必要な経験が足りない者が
多いこと 

１ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 転勤に女性が応じづらいこと １ ２ ３ ４ ５ 
⑦ 本社勤務など特定のポストで転勤が 

伴いやすいこと 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

問32：過去3年間（2013～2015年度）で、以下の項目で貴社に該当するものはありますか。 

（各項目で○は1つ） 

 そ
う
思
う 

や
や 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い 

そ
う 

思
わ
な
い 

① 女性の採用がしやすくなった １ ２ ３ ４ ５ 
② 女性の勤続年数が伸びた １ ２ ３ ４ ５ 
③ 女性の役職者（課長相当職以上）が増えた １ ２ ３ ４ ５ 
④ 女性のモチベーションが上がった １ ２ ３ ４ ５ 
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【事業所の正社員規模ごとの事業所の割合】 

問33 (1)貴社の国内拠点（本社、支社、支店、営業所、店舗、工場など）には、以下の正社員の人数規

模の事業所がありますか。（各項目で○は1つ） 

(2)ある場合、国内拠点の事業所数全体に占める、正社員人数規模ごとの割合はどの程度ですか。 

全事業所数を100として、全体で10割になるように、ご記入ください（おおよその割合でかまい

ません）。事業所ごとの事業所数の割合が1割未満の場合は切り上げてください。 

  
(1)1事業所あたりの 

正社員の人数 

ない ある  (2)正社員規模ごとの 

事業所数の割合 

4人以下の事業所 １ ２ ⇒ 約（   ）割 

5～29人の事業所 １ ２ ⇒ 約（   ）割 

30～99人の事業所 １ ２ ⇒ 約（   ）割 

100～499人の事業所 １ ２ ⇒ 約（   ）割 

500人以上の事業所 １ ２ ⇒ 約（   ）割 

    合計 １０ 割 

 
  
＜回答例＞ 

(1)1事業所あたりの 

正社員の人数 

ない ある  (2)正社員規模ごとの 

事業所数の割合 

4人以下の事業所 １ ２ ⇒ 約（ ７ ）割 

5～29人の事業所 １ ２ ⇒ 約（   ）割 

30～99人の事業所 １ ２ ⇒ 約（ １ ）割 

100～499人の事業所 １ ２ ⇒ 約（ １ ）割 

500人以上の事業所 １ ２ ⇒ 約（ １ ）割 

    合計 １０ 割 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
問34：同一都道府県内に所在する事業所数（支店、営業所等）はいくつの場合が多いですか。正社員を

1人以上配置している事業所の数として、最も多くあてはまるものを1つお答えください。 

（○は1つ） 
 

１．事業所は1つの都道府県が多い 
２．事業所は2つの都道府県が多い 
３．事業所は3つの都道府県が多い 
４．事業所は4つの都道府県が多い 
５．事業所は5つ以上の都道府県が多い 

 

 

  

例えば、国内拠点に、正社員規模が

4人以下の事業所がある場合は、

「２．ある」に○をし、その規模の

事業所数の割合を(2)にご記入くだ

さい。 

例えば、国内拠点に、正社員規模

が5～29人の事業所がない場合

は、「1．ない」に○をしてくださ

い。 

全事業所数を100と

して、全体で10割に

なるように、ご記入

ください。 
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★調査はこれで終わりです。ご回答いただき有難うございました。 

同封の返信用封筒によりご返送ください。★ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果がまとまりましたら報告書概要をお送りしたいと存じますが、ご希望の有無をお教えください。 

   ⇒ 報告書概要の送付    １．希望する   ２．希望しない 

 

報告書概要の送付先 

（調査結果をまとめた

報告書概要の寄贈を希

望される方はお書きく

ださい。） 

所在地 
〒 

 

貴社名 
 

 

部署 
 

 

お名前 
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企業の転勤の実態に関する調査 

＜正社員調査票＞ 

（現在の会社で転勤経験のある方） 

 

＜調査協力のお願い＞ 

１ この調査は、厚生労働省所管の政策研究機関である（独立行政法人）労働政策研究・研修機構

が実施するものです。当機構は、労働政策に資する調査研究活動や労働についての情報収集・

提供などの活動を行っています（HP：http://www.jil.go.jp/）。 

今般、厚生労働省雇用均等・児童家庭局からの要請に基づき実施する調査研究の一環として、

当機構では、転勤に関わる現状や実態についてアンケート調査を実施することといたしました。

本調査は、企業の転勤等の実態を把握することで、労働者の仕事と家庭の両立等のための政策

立案に役立てるためのものです。この調査の結果は、今後の労働政策の立案・推進の基礎資料

になります。ご多忙のところ誠に恐縮ですが、是非ご協力ください。 

 

２ 調査の結果は、研究目的にのみ利用します。ご回答いただいた内容は全て統計的に処理し、個々

の回答をそのままの形で公表することはありませんので、ありのままをご回答ください。 

３ 調査票は、現在の会社で転勤経験のある方にご回答いただくようお願いします。本調査での転

勤とは、転居を伴う異動（転居転勤）のことであり、出向であっても、転居を伴う場合、転勤

に含めてお考えください。 

特にことわりのない場合、調査の回答時点は、2016年8月1日現在の状況でお答えください。

 

４ ご回答は、選択肢がある場合はその番号を○で囲み、それ以外の場合は適宜ご記入ください。

なお、各問において特別の回答方法をお願いしている場合は、それに沿ってお答えください。

 

５ ご記入が終わりましたら、返信用封筒を用いて、2016年9月9日(金)までに郵便ポストにご投

函ください。 

 

６ この調査の実施業務は、調査機関である株式会社東京商工リサーチに委託していますので、こ

の調査についてのご質問は、当該機関の担当部署までお問い合わせください。 

なお、その他不明な点がありましたら、当機構の担当者にご照会ください。 

 

○この調査についてのご照会先 

【調査票の記入方法・締め切りなど実査について】 

株式会社 東京商工リサーチ 市場調査部  担当：宮原、遠藤 

（TEL：03-6910-3118、FAX：03-5221-0716、E-mail：tenkin@tsr-net.co.jp） 

お問い合わせ時間(平日）9:00～12:00、13:00～17:00 

【調査票の内容・趣旨について】 

独立行政法人 労働政策研究・研修機構 調査・解析部 担当：奥田、荻野 

（TEL：03-5903-6284、FAX：03-5903-6116）  
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あなたの勤務先（現在の会社）についてお尋ねします。 

 

 

問１：あなたの性別をお答えください。（○は1つ） 
  

１．男性   ２．女性 

 

問２： 2016年8月1日現在のご自身の満年齢をご記入ください。 
 

満  歳 

 

問３：あなたの最終学歴をお答え下さい。（在学中及び中退は卒業に含みません）（○は1つ） 
 

１．大学・大学院卒   ２．短大・高専卒   ３．専門学校卒 

４．高校卒       ５．中学校卒     ６．その他（           ） 

 

問４：現在働いている会社に入社したのは何年ですか。西暦でご記入ください。 
 

西暦 
    

年 

 

問５：これまでに転職経験がありますか。（○は1つ） 
 
   １．ない   

２．ある ⇒ 転職回数は何回ですか。（     ）回 

 

問６：現在の仕事（職種）は、次のどれに当たりますか。（○は1つ） 
 

１．総務・人事の事務職   ２．経理・財務の事務職   ３．企画・広報・編集の事務職 

４．営業職         ５．販売・接客サービス職  ６．調査分析等の事務系専門職 

７．研究開発等の技術系専門職  ８．製造・生産現場の作業    ９．建設・土木作業   

10．輸送・運転業務         11．その他（             ） 

 

問７：現在働いている職場は、次のどれに当たりますか。（○は1つ） 
 

１．本社・本店       ２．支社・支店       ３．営業所・出張所  

４．店舗・サービス提供施設  ５．工場、倉庫      ６．研究所、研究開発施設  

７．その他（                 ） 

 

問８：現在の役職は、次のどれに当たりますか。（○は1つ） 

※係長・主任などの役職名を使用していない場合や、選択肢にない役職については、貴社の実態により適宜ご判断ください。 
 

１．役職なし（一般社員）  ２．係長・主任相当職  ３．課長・課長相当職 

４．部長・部長相当職以上 

 

問９：あなたは現在働いている会社で、次のどの役職まで昇進したいと思いますか。（○は1つ） 
 

１．役付きでなくともよい  ２．係長・主任相当職    ３．課長・課長相当職 

４．部長・部長相当職     ５．役員以上  

 

調査シリーズNo.174

独立行政法人労働政策研究・研修機構（JILPT）



 
－141－ 

 
問10：あなたの現在の会社での就業形態は何ですか。（○は1つ） 
 

１．正社員（総合職）   ２．正社員（勤務地限定正社員）   ３．正社員（一般職） 
 
 
問11：あなたは現在の会社でこれまでに転勤の経験はありますか。（○はいくつでも） 
 

１．転勤の経験はない  ⇒ 問14（6頁）へ 

２．国内転勤の経験あり ⇒ 問12～13では国内転勤の回答欄に回答をご記入ください 

３．海外転勤の経験あり ⇒ 問12～13では海外転勤の回答欄に回答をご記入ください 

 

 

問12：現在の会社での初任配属後での、国内転勤・海外転勤それぞれの各年代での転勤回数をご記入くだ

さい。該当する国内・海外転勤がない場合は、空欄でかまいません。 

例えば、海外転勤の経験がない場合、海外転勤の回答欄は空欄でかまいません。 

   あなたの現在の年代層までご記入ください。転勤していない年代には「０」とご記入ください。 

 

 

 

 

 
※転勤回数は初任配属後についてカウントしてください。 
例えば、入社後、最初の配属（初任配属）で、居住地（出身地等）とは別の拠点に転居を伴う配属がな

された場合、これを回数に含めないでください。 
※転勤開始時を基準に転勤回数をカウントしてください。 
例えば、転勤の赴任期間が、20代～30代にまたがる場合、転勤開始時の20代でカウントし、30代で

は含めないでください。 
※あなたに家庭生活の起点となる本拠地（本社や家族のいる居住地、地元等）がある場合、転勤赴任終了

後、本拠地に戻る帰任については、回数に含めないでください。本拠地以外の拠点に転勤した場合は、

これをカウントしてください。 
例えば、本拠地（東京）の場合、最初の転勤先が北海道で、次の転勤先が大阪である場合、それぞれを

カウントしてください。 
※現在、転勤中の方は、これを含めて回数をお書きください。 
 

 

 

 

〔20代〕 回 〔20代〕 回

〔30代〕 回 〔30代〕 回

〔40代〕 回 〔40代〕 回

〔50代以上〕 回 〔50代以上〕 回

【年代層別にみた国内転勤の回数】 【年代層別にみた海外転勤の回数】

※ここでの「転勤」は、転居を伴う異動に限りますので、転居を要しない異動については含めないでくだ

さい。転居を伴うのなら出向も含みます。 
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問13：直近の国内転勤・海外転勤の経験についてお尋ねします。以下の各設問（1～11）で該当する番

号にそれぞれ○をつけてください。該当する転勤がない場合は、空欄でかまいません。 

例えば、海外転勤の経験がない場合、海外転勤の回答欄は空欄でかまいません。  
 

 
  

国内転勤 海外転勤

１．1年 1 1
２．2年 2 2
３．3年以上 3 3

１．1年未満（半年程度等） 1 1
２．1年程度 2 2
３．2年程度 3 3
４．3年程度 4 4
５．4年程度 5 5
６．5年程度 6 6
７．6年以上（具体的に：　　　年） 7 7
８．現在転勤中 8 8

１．20代 1 1
２．30代 2 2
３．40代 3 3
４．50代以上 4 4

１．総務・人事の事務職 1 1
２．経理・財務の事務職 2 2
３．企画・広報・編集の事務職 3 3
４．営業職 4 4
５．販売・接客サービス職 5 5
６．調査分析等の事務系専門職 6 6
７．研究開発等の技術系専門職 7 7
８．製造・生産現場の作業 8 8
９．建設・土木作業 9 9
10．輸送・運転業務 10 10
11．その他（　　　　　　　　　　　） 11 11

４．赴任先での役職は何ですか。（○は１つ）
１．役員相当 1 1
２．部長・部長相当職 2 2
３．課長・課長相当職 3 3

４．係長・主任相当職 4 4

５．役職なし（一般社員） 5 5

５．転勤前と比べて、転勤後、役職は上がりましたか。（○は１つ）
１．上がった 1 1
２．変わらない 2 2
３．下がった 3 3

１．転勤前と同じ仕事 1 1
２．転勤前と一部異なる仕事 2 2
３．転勤前と全く異なる仕事 3 3

７．転勤前と比べて、転勤期間中の仕事の難易度はどうでしたか。（○は１つ）

１．上がった 1 1

２．変わらない 2 2

３．下がった 3 3

８．転勤を経て、現在の会社でのあなたの職業能力はどう変化しましたか。（○は１つ）

１．職業能力が上がった 1 1

２．やや職業能力が上がった 2 2

３．あまり変わらない 3 3

４．やや職業能力が下がった 4 4

５．職業能力が下がった 5 5

２．直近で転勤したのは何歳の時ですか。（転勤開始時の年齢層に○は１つ）

３．赴任先の職種は以下のどれにあたりますか。（○は１つ）

６．転勤前と比べて、転勤後、仕事内容は変わりましたか。（○は1つ）

【例題】

回答欄

１．直近の転勤の赴任期間は何年ですか。（○は1つ）
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国内転勤 海外転勤

１．未婚だった　⇒ 設問10へ 1 1
２．既婚だった（事実婚含む）⇒ 付問１～３へ 2 2

１．転勤当時、子供はいなかった 1 1
２．乳幼児の子供がいた 2 2
３．小学校就学前の子供がいた 3 3
４．小学校の子供がいた 4 4
５．中学・高校の子供がいた 5 5
６．大学生以上の子供がいた 6 6

１．配偶者は働いていなかった　⇒ 付問３へ 1 1
２．正社員として働いていた 2 2
３．非正社員（派遣社員含む）として働いていた 3 3
４．上記以外（自営等）で働いていた　⇒ 付問３へ 4 4

１．会社を辞めた 1 1
２．会社を辞めていない 2 2

１．家族帯同（家族一緒に転勤した）　⇒ 設問10へ 1 1
２．単身赴任（家族を残し単身で転勤） 2 2
　　（↓付問3-1、3-2にお答えください）

１．子の就学・受験のため 1 1
２．配偶者が働いていたから 2 2
３．家族が病気で看護が必要だったから 3 3
４．親の介護があったから 4 4
５．持ち家があったため 5 5
６．家族が地元を離れたくなかったから 6 6
７．赴任地の生活環境が悪いため 7 7
８．短期間の転勤だったから 8 8
９．転勤がいつ終わるか不明だったから 9 9
10．その他（　　　　　　　　　　　） 10 10

１．月に１度以上 1 1
２．数ヵ月に1度 2 2
３．年に1～2度程度 3 3
４．年に1度も会えなかった 4 4

１．良好だった 1 1
２．やや良好だった 2 2
３．どちらともいえない 3 3
４．あまり良好ではなかった 4 4
５．良好ではなかった 5 5

１．満足している 1 1
２．やや満足している 2 2
３．あまり満足していない 3 3
４．満足していない 4 4

回答欄

（すべての方がお答えください）
10．転勤期間中、家族(配偶者、子、親等)との関係は良好でしたか。（○は１つ）

11．あなたは直近の転勤経験に満足していますか。（○は１つ）

９．直近の転勤開始当時、あなたは既婚でしたか。（○は1つ）

　付問１～３では、既婚者の方（設問９で「２．既婚だった(事実婚含む)」を選択した方）にお尋ねします。

付
問

付問１：直近の転勤当時、あなたには子供がいましたか。（○はいくつでも）

付問２：直近の転勤をする前、あなたの配偶者は働いていましたか。（○は1つ）

付問2-1：「２．正社員として働いていた」「３．非正社員として働いていた」を選択された方に
お尋ねします。転勤後、配偶者の方はそれまでの勤め先を辞めましたか。（○は1つ）

付問３：直近の転勤では、家族帯同と単身赴任のいずれで転勤しましたか。
（転勤赴任中に最も近い状態に、○は1つ）

付問3-1：単身赴任の方（付問３で「２．単身赴任」を選択した方）にお尋ねします。単身赴任を
選んだ理由は何ですか。（○はいくつでも）

付問3-2：単身赴任期間中に、家族の元への帰省・帰宅（家族があなたの赴任先に訪れる場合を含
む）により、家族と会う機会（頻度）はどのくらいありましたか。（○は１つ）
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以降の設問では、すべての方がお答えください。 
Ⅲ．現在の会社での転勤全般（国内転勤・海外転勤）についてお聞きします。 
問14：現在の会社での転勤は、以下のAとBのいずれに近いですか。（各項目で○は1つ） 

 
 

問 15：現在の会社では、社員本人・社員の家族的事情を踏まえ、転勤に関する配慮を申し出る制度・機会（自

己申告制度や目標管理制度の面談機会など）はありますか。（○は１つ） 
 

１．ある        ２．ない        ３．わからない 
 

問16：あなたは、現在の会社でこれまでに、転勤に伴い、自身の事情や家族的事情等を理由に転勤免除

配慮を求めたことがありますか。（○は1つ） 
 

１．ある ⇒ 問16-1及び問16-2へ   ２．ない ⇒ 問17へ  

 
問16-1：転勤免除配慮を求めた事情は何ですか。（○はいくつでも） 

 
１．本人の病気     ２．結婚          ３．出産・育児     

４．子の就学・受験   ５．子の看護        ６．親等の介護  

７．持ち家の購入      ８．配偶者の勤務（共働き）   ９．その他（           ） 

 
 問16-2：転勤免除配慮はなされましたか。（○はいくつでも） 
 

１．転勤対象から外された 
２．勤務地限定正社員の雇用区分に転換し、転勤をしなかった 
３．一般職の雇用区分に転換し、転勤をしなかった 
４．転勤時期をずらすなどの配慮をしてくれた（転勤時期をずらして、転勤した） 
５．その他（                    ） 
６．配慮はなく、転勤した 

 
問17：現在の会社は、社員本人・社員の家族的事情を踏まえた転勤配慮をしていると思いますか。 

   （○は1つ） 

１．している     ２．どちらともいえない   ３．していない 
 
問18：あなたが希望する転勤赴任期間の上限は何年ですか。（もっとも近いもの1つに○） 
 

１．半年程度       ２．1～2年程度        ３．3年程度 

４．4年程度   ５．5年程度         ６．6年以上（具体的に：   年 ） 

  

A

A
に
近
い

や
や
A
に
近
い

や
や
B
に
近
い

B
に
近
い

B

転勤範囲は特定のブロック内（例：九
州エリア内等）での転勤が多い

1 2 3 4
転勤範囲に特定のブロックはなく、
国内を広域に異動する転勤が多い

転勤赴任期間が終わったら、本社や本拠地

（家族のいる居住地や地元）に戻ることが

多い
1 2 3 4

転勤赴任期間が終わったら、本社や本拠地に

戻ることなく、別の他の地域に転勤すること

が多い

転勤命令は会社主導ですべて決められ
ている

1 2 3 4
転勤命令は社員の意見・希望を踏まえ
て決められている
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問19：あなたの会社では、転勤に関するルール（※）がありますか。（○は1つ） 
 

１．ある ⇒ 問20へ       ２．ない ⇒ 問19-1へ 

 

 

問19-1：あなたは、転勤に関するルールが必要だと思いますか。また、どのようなルールが必要だと

思いますか。（○は1つ） 
 
１．転勤の期間（長さ）          ２．転勤する地域・ブロック  

３．転勤の時期（年齢、勤続年数、役職など）   ４．その他のルール（         ） 

５．ルールが必要だとは思わない 

 

問20：あなたは、転勤の打診について、何日前までに行われるのが良いと思いますか。（各項目で○は１つ） 

   該当する転勤がない場合（例えば、海外転勤がない場合）は、転勤すると仮定してお答えください。 
 

 １
日
～ 

１
週
間
前 

１
週
間
超
～

２
週
間
前 

２
週
間
超
～

１
ヵ
月
前 

１
ヵ
月
超
～

２
ヵ
月
前 

２
ヵ
月
超
～

３
ヵ
月
前 

３
ヵ
月
よ
り

前 

国内転勤 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

海外転勤 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 
問21：あなたは、現在の会社の転勤についてどのように思いますか。（各項目で○は1つ） 
 

 
そ
う
思
う 

や
や
そ
う 

思
う 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い 

思
わ
な
い 

(a)転勤は社命であるから、転勤命令に従うのは当然 １ ２ ３ ４ ５ 

(b)会社の命令であればどこへでも赴任する １ ２ ３ ４ ５ 

(c)できれば転勤はしたくない １ ２ ３ ４ ５ 

(d)できれば単身赴任はしたくない １ ２ ３ ４ ５ 

(e)転勤は職業能力の向上に効果がある １ ２ ３ ４ ５ 

(f)転勤経験は昇進・昇格の検討材料として必要 １ ２ ３ ４ ５ 

(g)転勤は人脈形成の機会となっている １ ２ ３ ４ ５ 

(h)転勤は家族に与える負担が大きい １ ２ ３ ４ ５ 

(i)転勤は女性社員の就業継続の障害となっている １ ２ ３ ４ ５ 

(j)転勤は女性社員の管理職昇進の障害となっている １ ２ ３ ４ ５ 

(k)不必要な転勤が多い １ ２ ３ ４ ５ 

 
 
問21-1：問21「(k)不必要な転勤が多い」で「１ そう思う」「２ ややそう思う」を選択された方は、

その理由について以下の記入欄にご記載ください。 
 
 

 

 

 

 

※転勤に関するルールとは、たとえば、転勤の期間（長さ）や転勤の時期（年齢等）

などを定めていることを言います。明文化されているか否かは問いません。 
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問22：現在の会社でのあなたの転勤経験に照らして、転勤があることにより、以下の事項について困難

に感じることはありますか。（各項目で○は1つ） 
 

 そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り
そ
う 

思
わ
な
い 

思
わ
な
い 

(a)結婚しづらい １ ２ ３ ４ ５ 

(b)子供を持ちづらい １ ２ ３ ４ ５ 

(c)育児がしづらい １ ２ ３ ４ ５ 

(d)介護がしづらい １ ２ ３ ４ ５ 

(e)進学期の子供の教育が難しい １ ２ ３ ４ ５ 

(f)持ち家を所有しづらい １ ２ ３ ４ ５ 

 

問23：調査時点のあなた自身とご家族についてお尋ねします。 
 
a.配偶者の有無  

（○は 1 つ）  

あなたには現在、配偶者（「事実婚」を含む）がいますか。 

１．いる   ⇒ b～f回答後、問23-1へ 

２．いない    ⇒ b～fで質問は終了となります 

b .お子様の有無  

（○は 1 つ）  

１．いる（      ）人 （お子様の人数をご記入下さい）  ２．いない 
                         

付問１：お子様の年齢について教えてください。 

長子の年齢  （      ）歳【一人っ子の場合はこちらにご記入ください】

末子の年齢 （      ）歳 

c .同居のご家族  

（○はいくつでも） 

１．同居者はいない  ２．単身赴任    ３．配偶者       ４．子供 

５．自分の父親    ６．自分の母親    ７．配偶者の父親   ８．配偶者の母親  

９．その他（          ） 

d .介護について  

（○は 1 つ）  

１．現在、主に自分で介護している     ２．現在、主に配偶者が介護している 

３．現在は介護していないが、今後可能性あり  ４．介護の予定はない 

e . 持 ち 家 に つ い て

（○はいくつでも） 

１．自分（配偶者）名義の持ち家がある   ２．親名義の持ち家がある 

３．持ち家はない 

f .あなたの勤務状況  

（○はいくつでも）  

１．労働時間が恒常的に長い  ２．夜勤など労働時間が不規則   ３．休日出勤が多い 

４．出張が多い        ５．転勤が多い          ６．単身赴任が多い 

７．いずれもあてはまらない 

 

問23-1：問23で配偶者が「いる」と回答された方にお尋ねします。 
 

a.配偶者の年齢  現在（      ）歳  

b.結婚した年  西暦（         ）年 

※ 事実婚の場合は所帯として事実上暮らし始めた年をご記入下さい 

c .配偶者の就業形態  

（○は 1 つ）  

１．民間の正社員（あなたと同じ会社） ２．民間の正社員（別の会社）       ３．公務員     

４．自営・自由業       ５．パート・アルバイト      ６．契約社員 

７．派遣労働者        ８．その他（       ）  ９．現在は働いていない 

d .配偶者の勤務状況

（○はいくつでも）  

１．労働時間が恒常的に長い  ２．夜勤など労働時間が不規則  ３．休日出勤が多い 

４．出張が多い        ５．転勤が多い         ６．単身赴任が多い 

７．いずれもあてはまらない 

 
★★質問は以上です。最後までご協力いただき有難うございました。★★ 

ご記入いただきました調査票は、返信用封筒に入れて、9 月 9 日（金）までにご返送ください。 
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